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令和２年度上半期定期監査結果報告書

地方自治法第 199条第 4項の規定に基づき定期監査を実施したので、同条第
9項の規定によりその結果を別紙のとおり報告します。
この監査の結果に基づき、措置を講じたものについては、同条第 12項の規定
により、報告してください。



令和２年度上半期定期監査報告書

第１．監査対象期間

令和２年４月１日から令和２年９月３０日まで

第２．監査の実施日

令和２年１１月１２日、１３日

第３．監査の対象

一般会計・特別会計・基金・一時借入金

水道事業会計・工業用水道事業会計・下水道事業会計

工業団地造成事業会計

第４．監査実施項目

・各会計上半期の予算執行状況について

・各会計歳入・歳出伝票の確認について

・公金の収納状況について

・貯金及び借入金の残高確認について

・工事進捗状況について（第三者による工事検査実施状況を含む）

・上半期の入札結果について（最低制限価格の算定式及び設定範囲に中

央公共工事契約制度運用連絡協議会モデルを採用したもの）

・その他（令和元年度決算審査意見書中、審査の意見に係る取り組み状

況について）

第５．監査の着眼点

（１）共通事項

財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し、正

確で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合

理化に努めているか。

（２）重点項目

入札における最低制限価格の算定式及び設定範囲に中央公共工事契約制

度運用連絡協議会モデルを採用して実施された入札の結果について、適切

に整理、分析が実施されているか。

第６．監査の方法

令和２年度上半期定期監査は、提出された各会計収支計算書、上半期収



入・支出状況、公金の収納状況、工事進捗状況及びその他の資料のうち、

抽出した一部の資料を主な資料とし、担当職員から状況等を聴取して監査

を行った。

第７．監査の結果

福崎町監査基準に基づき監査した限りにおいて、財務に関する事務の執

行及び経営に係る事業の管理は、おおむね適正かつ効率的に行われている

ものと認められた。一部改善及び検討を要する事項が見受けられたが、軽

微なものについては監査の過程で指摘したので本報告では省略している。

今後とも適正かつ効率な事務処理に努められたい。

第８．意見

（１）上半期の入札結果について

令和２年４月１日から入札における最低制限価格の算定式及び設定範囲

に中央公共工事契約制度運用連絡協議会モデルを採用して入札を実施され

ているが、最低制限価格の算定および入札は適正に実施されているものと

認められた。

しかしながら、最低制限価格の上昇に伴い失格者が増加している点、ま

た、必要となる事業費が増大している点を鑑み、町におかれては、半期ま

たは年間を通しての入札結果を整理、分析及び評価のうえ、次年度以降の

対応を検討されたい。


